
９
月
２
日
の
夕
方
５
時
か
ら
、左
京
西
部
い
き
い
き
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
と
同
じ
建
物
に
あ
る
、
京
都
市
養
正
保
育
所
の
２
階

ホ
ー
ル
に
て
、『
夕
涼
み
音
楽
会
と
盆
踊
り
』と
い
う
催
し
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
域
住
民
の
方
と
他
地
域
に
お
住
い
の
方
、
ま
た

小
さ
な
子
供
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が
音
楽
や
踊
り

を
通
じ
て
交
流
し
よ
う
（
交
流
の
輪
を
育
て
て
い
こ
う
）
と
い
う

目
的
で
開
催
し
た
も
の
で
す
。今
回
い
っ
し
ょ
に
こ
の
催
し
を

行
っ
た
、
養
正
保
育
所
さ
ん
に
は
な
ん
と
１
３
カ
国
も
の
国
籍
の

子
供
さ
ん
た
ち
が
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
海
外
か
ら
の

子
供
さ
ん
や
ご
両
親
、そ
し
て
こ
の
地
域
で
生
ま
れ
育
っ
た
お
子

さ
ん
や
、そ
の
ご
両
親
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、左
京
西

部
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
さ
ん
、
そ
う
し
た
多

様
な
皆
さ
ん
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
楽
し
め
る
ひ
と
時
を
作
り
出

し
た
い
、そ
ん
な
思
い
で
企
画
し
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、「
夏
祭
り
」を
テ
ー
マ
に
、
ホ
ー
ル
を
祭
り
の
雰

囲
気
に
し
つ
ら
え
、夏
や
祭
り
に
ち
な
ん
だ
音
楽
の
演
奏
、進
行

役
の
お
笑
い
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト「
ム
ロ
タ
ム
ラ
」に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
披
露
、
子
供
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
っ
た
手
作
り
楽

器
を
使
っ
て
の
子
供
参
加
の
演
奏
や
、
有
名
な
曲
を
音
頭
調
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
の
演
奏
、
そ
し
て「
音
頭
取
り
」と
い
っ
て
音
頭
の

ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る
、
わ
だ
こ
さ
ん
に
よ
る
、
合
い
の
手
指
導
を

経
て
、最
後
に
み
ん
な
で
生
音
頭
取
り
に
よ
る
盆
踊
り
を
踊
っ
て

会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

園
児
さ
ん
達
と
は
事
前
に
何
度
か
練
習
を
行
い
、
音
楽
や
盆
踊

り
に
慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
設
け
ま
し
た
（
一
般
の

方
に
も
開
か
れ
た
練
習
会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
般
の
方
は
残
念

今号の
IKIIKI EVENT

近年、京都市内でも『盆踊り』がちょっとした
ブームになりつつあります。当館でもこの秋、養
正保育所で『夕涼み音楽会と盆踊り』を開催しま
した。
今号では、このイベントを振り返りつつ、盆踊り
のもつ可能性について考えてみました。

夕
涼
み
音
楽
会

場
所
：
養
正
保
育
所　

２
階
ホ
ー
ル

日
時
：
２
０
１
６
年
９
月
２
日

vol,22
発行：左京西部いきいき市民活動センター

発行日：2016年12月1日
↑音頭バンド「サンポーヨシ」による演奏。子供たちの知っている曲を音頭にアレンジ！

な
が
ら
少
数
で
し
た
）。そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
本
番
で
は
園
児

さ
ん
は
大
き
な
声
で
合
い
の
手
を
入
れ
て
く
れ
、
多
く
の
子
供

た
ち
が
踊
り
の
輪
に
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、実
は
昨
年
左
京
区
の
錦
林
地
域
で
地
元
の
自
治
会
と
手

を
組
ん
で
、廃
れ
て
久
し
い『
盆
踊
り
』の
復
活
に
取
り
組
み
、地

域
住
民
だ
け
で
な
く
多
く
の
市
民
が
集
え
る
お
祭
り
と
し
て
復

活
を
果
た
し
ま
し
た
。地
域
外
か
ら
も
多
く
の
方
が
参
加
し
、ま

さ
に
老
若
男
女
輪
に
な
っ
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
共
に
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
『
盆
踊
り
』
が
世
代
を
超
え
て
楽
し
め
る
行
事
で
あ

り
、
観
光
客
や
留
学
生
な
ど
他
の
国
の
方
々
に
も
楽
し
ん
で
い

だ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。こ
の
行
事
の
復

活
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
方
々
と
何
度
も
打
ち
合
あ
わ
せ
し
、

会
場
設
営
で
一
緒
に
な
っ
て
汗
し
た
こ
と
で
、
自
治
会
と
の
距
離

は
ず
い
ぶ
ん
縮
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話
し
合
え
る
関
係
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
経
験
は
、
盆
踊
り
を
知
ら
な
い

若
い
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
盆
踊
り
と
い
う
文
化
の

再
評
価
に
つ
な
が
り
、こ
う
し
た
行
事
の
実
施
を
通
じ
て
、市
民

活
動
や
地
域
活
動
が
活
発
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
機
会
に

な
り
ま
し
た
。こ
の
養
正
田
中
地
域
で
も
か
つ
て
『
盆
踊
り
』
が

行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
地
域
の
お
年
寄
り
と
お
話
し
す

る
と
、楽
し
か
っ
た
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
こ
の
取
り
組
み
が
、『
盆
踊
り
』っ
て
楽
し
い
ね
、
も
っ
と

大
き
く
や
り
た
い
ね
、
と
言
っ
た
機
運
の
高
ま
り
に
つ
な
が
れ
ば

い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
杉
山
）

↑司会進行を務めた「ムロタムラ」の二人。ひょうきんなトークと
パフォーマンスで会場を盛り上げてくれました。
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左京西部いきいき市民活動センターでは「地域と人をつなぐ」をテーマにいくつかの事業を行っています。
今号では、今秋実施したイベントのレポートと、今後開催予定の事業を紹介しています。

O
S
A
N
P
O

高齢者との交流プロジェクトの語り手
と聴き手の募集が始まっています。仮タ
イトルですが、今回の展示会のタイトル
は「モノが語る　わたしの昭和20年展」
としています。昭和20年当時の日用品
や遺品を通して、個人の思い出をお聞き
し記録することで、次の世代に公（おお
やけ）の歴史的事実ではない生きた歴史
を伝えていけることを目指しています。
例えば当時を生きた世代が残した品物
について、当時を知らない世代が、語り
継がれたこととしてお話していただい
ても構いません。たとえ何も語り継がれ
ていない品物であっても、当時の品物が
引き継がれているということ自体が、生
きた歴史と言えるのではないでしょう
か。きっとその品物を使っていた方との
思い出は残っているはずですから。

これまでは思い出のお話をしていただ
ける方を募集していましたが、今回は若
い世代の聴き手ボランティアも募集し
ています。若いうちは異世代と関係を持
つ機会がなかなかないのではないで
しょうか。私のことで言うなら、学生時
代に話ができる異世代は家族か学校の
先生くらいのものでした。社会に出て異
世代と関わるようになって、異なる考え
方や価値観に刺激され、今まで知らな
かった自分を発見できたように感じま
す。異世代とうまくコミュニケーション
ができるということはスキルとしてと
ても役立ちます。思い出のお話を聞き取
ることから、このスキルを身につけても
らえることを期待しています。

開館当時から、シニア世代
を対象にした企画を担当。
演劇講座やシニアの方の
思い出話の展示会など、シ
ニア世代の魅力を引き出す
イベントを企画・サポートして
います。

梶川 貴弘

11/19(土)におさんぽコレクション北・左京
西部編として、『耳をすまして京さんぽ　～歩
いて感じる音環境～』を実施いたしました。
この企画は、北いきいき市民活動センターの
主催で実施していたもので、街で聞こえる音
に注目して街を歩いていただき、日頃接して
いる自分の身の回りの環境に出会いなおすこ
とをテーマに掲げて行われました。
当日は、参加者の皆さんが、より音に注目し
て街歩きをされたようで、歩いている途中に
も、「今、音の感度が上がっています。」との声
や、アンケートでも「これから普段でも色ん
な音に耳を傾けたい」といった声が上がり、
事業に関わった者としては嬉しいかぎりであ
りました。
日頃、私たちは視覚的な情報を多く印象に残

しますが、世界には音の情報もあふれていま
す。今回のおさんぽで、全体を通して私が気
になったのは、商店街の人の声です。今はコ
ンビニなどが沢山出来て便利になりました
が、商店街には生活の会話があり、人の温か
みなどがあります。これらは貴重な財産とし
て、これからも残って欲しいなということを
感じました。参加者でも同じように感じられ
た方がおられ、数人がアンケートでそのこと
に触れていたのは印象的でした。
ウォーキングのイベントでは歴史的なテーマ
が多い中、音に注目した今回の街歩きは異彩
を放ちましたが、参加者にも恵まれ、無事終
了することが出来ました。ご参加頂いた皆さ
ん、ありがとうございました。

おさんぽ事業をはじめ、
イベント参加者やセン
ターを利用する方との交
流を大切にしています。
センターの雑記帳のコメ
ントにも、お返事を書か
せていただいています。

丸木 伸洋

S
E
N
IO

R
◎その他のイベント／参加募集

↑２６年度「わたしの食べ物語り展」での
聞き取りの模様。

左京区＋オーケストラ＝さきょーラ
左京東部いきいき市民活動センターを利用している方を中心に歌あり・ダンスあり・セッショ
ンありの楽しい文化祭を開催します。
子どもから大人までどなたでも楽しめる内容です。
日時： 平成28年12月3日（土）　開場： 14時　開演： 15時　終演： 17時
会場： 左京東部いきいき市民活動センター　1F集会室（左京区鹿ケ谷高岸町3-2）
入場料： 無料
出演： 
　吉の会（琴）　くろたに幼稚園コーラス部（合唱）
　ムロタムラ（お笑いダンスユニット）　ゴールドスター（太極拳）
　瓜生山オーバートーン・アンサンブル（倍音）　ロスホコス（ダンス）
　オラポポ-orapopo-（直感でダンスを創造するなかまたち）
　京大ジャズ研（楽器演奏）
　わだことサンポーヨシ（音頭バンド）

and more・・・！！
お問い合わせ： 075-761-1385（左京東部いきセン）

さきょーラ　冬の文化祭Event

左京区・南禅寺近くに位置する左京東部いきセンも当施設と
同じくNPO劇研が運営しています。ここでは、この冬開催さ
れる東部いきセンの楽しいイベントをお知らせします。

↑『耳をすまして京さんぽ　～歩いて感じる
音環境～』チラシ

モノが語る　わたしの昭和20年展（仮）
日時： 平成29年3月11日（土）～3月19日（日）
開館時間： 10:00～21:00 / 日曜 ： 10:00～17:00
休館日： 火曜日
会場： 左京西部いきいき市民活動センター


